別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費
	事業名: 競技別リハーサル大会運営補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　ぎふ清流国体推進局　競技式典課　競技担当　電話番号：058-272-1111（内2952）　
　　　　　　　　　　　E-mail：c11165@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　要求額：355,603千円（前年度予算額：1,019千円）

	事業内容


	１　事業の内容


競技別リハーサル大会は、国体における競技会運営能力の向上を図り、国体が円滑に開催されることを目的として行われる。さらに、県民の国体及び競技に対する関心を高め、理解を深めつつ、広くスポーツの振興を図るために、会場地市町及び関係競技団体が主催して開催される。しかし、会場地市町は目的が達成できる必要最小限の経費で開催するものの、財政負担が大きい。そこで、財政負担を軽減し、国体開催に向けて万全の体制を整えるために、競技別リハーサル大会の運営経費を補助するものである。
　○競技別リハーサル大会運営補助事業
　　・対象競技・・・３６競技　　（２３年度実施：３３競技、２４年度実施：３競技）

《水泳（飛込・シンクロ）、体操（新体操）、ゴルフ、スキー、トライアスロンについては開催しない。スケート(スピード)は２２年度開催。セーリングは県の直営》
　　・実施会場地市町・・・２３年度２７市町、２４年度８市町
　　上記対象競技会の運営経費の一部を補助する。
	２　所要経費


　競技別リハーサル大会運営補助事業　　355,603
　　　（２３年度実施競技分：３３競技）　　　
　　　※認定３４競技　（軟式野球は、２４年度に実施）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　・ぎふ清流国体・ぎふ清流大会における「だれもが主役」の取組と、簡素であっても

質の高い岐阜県らしい心に残る大会への取組を通じ、県民の一体感を高めます。
	２　これまでの取組状況


計画的にリハーサル大会の開催準備業務を推進するとともに、中央競技団体及び関係団体との連携を図って競技会運営能力を習熟し、国体の開催・運営に万全を期す体制を確立するため、今年度、リハーサル大会を開催しない競技、及び２２年度開催のスケート（スピード）競技、２４年度開催の馬術競技、山岳競技、県直営のセーリングをのぞく３４競技を認定した。
	３　これまでの取組に対する評価


本事業により、円滑な本大会の運営に向けて万全な体制を整え、リハーサル大会の開催を認定された会場地市町は、競技別リハーサル大会の開催に向け、運営経費のさらなる精査とともに、関係競技団体と具体的な実施計画の策定を進めている。
　また、県民の国体及び競技に対する関心を高め、理解を深めつつ、広くスポーツの振興を図るための具体的な方策を、会場地市町の地域の特性を生かしながらさらに検討していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,019
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,019

	要求額
	355,603
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	355,603

	決定額
	355,603
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	355,603


